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(※本章は久留米大学大学院『比較文化研究論集 38 号』を加筆修正) 
第 2 章 特別養護老人ホームにおける地域包括ケア推進 
本章では，特養が社会的要請として期待されている「地域包括ケア推進」の
論点を整理することを目的として，1970 年代後半から 1980 年代前半で活発
に議論された「施設の社会化」概念を手掛かりとして，「施設の社会化」に関す
る先行研究をレビューしている。なかでも特に地域包括ケア推進に関する先行





















(※久留米大学大学院「比較文化研究論集 39 号」を加筆修正) 
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第 3 章 特別養護老人ホームにおける公益的取組みと地域福祉実践 


























また，第 1 章から第 3 章までの文献研究を踏まえ，特養における公益的取組












































※厚生労働統計協会「厚生の指標 2018 年 4 月号（査読あり）」を加筆修正 




























第 6 章 特別養護老人ホームの公益的取組みにおける「協働」の媒介構造 
    －自治会との生活支援サービス構築のアクションリサーチー 
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